
 

 

 

(参 考) 

発生槽
カスケード 

製品コールドトラップ 

コンプレッサ

製品回収槽 

均質槽 

製品シリンダ槽 

中間製品容器

貯 蔵 

(約 3t-U／4.5t-UF６) 

申請上の最大処理能力 

1050tSWU/年：1890t-U/年

1050tSWU/年：440t-U/年

廃品回収槽 

廃品コールドトラップ 

1050tSWU/年：1450t-U/年

中間製品容器を均質槽内

で温めて濃縮ＵＦ６を液

体にし、均一にする。 

出 荷 

中間製品容器

原料シリンダ槽 

４８Ｙシリンダか
ら 3t-U を空の中間
製品容器へ詰替え 

３．濃縮ウランの液体サンプルによ

る分析は、必要な場合のみ実施

することとする。 

２．劣化ウランの貯蔵能力を増強するために、天然ウ

ランの貯蔵区域の一部を劣化ウランの貯蔵区域に

変更する。 

ウラン貯蔵庫の原料シリンダの貯蔵区域の一部 

（４８Ｙシリンダ 160 本分）を廃品シリンダ用 

にする。 

   原料：3281t-U ⇒ 1928t-U 

(388 本  →  228 本) 

   廃品：8977t-U ⇒ 10330t-U 

(1062 本 → 1222 本) 
440t-U/年の濃縮ウラン出荷に加え、

ＭＯＸ燃料確証試験用に約 3t-U の

劣化ウランの払い出しを追加する。

４８Ｙシリンダ（約 8.5ｔ-U ／12.5t-UF６）

［原料シリンダ（天然ウラン）］ 

３０Ｂシリンダ(約 1.5t-U／2.2t-UF６) 

［製品シリンダ（濃縮ウラン）］ 

４８Ｙシリンダ(約 8.5ｔ-U ／12.5t-UF６)

［廃品シリンダ（劣化ウラン）］ 

４８Ｙシリンダ 

［廃品シリンダ（劣化ウラン）］

１．ＭＯＸ燃料確証試験用の劣化ウランとして、六ヶ所ウラン濃

縮工場の劣化ウランを払い出せるようにする。 

４８Ｙシリンダに充填された劣化ウランのうち約 3t-U を、

３０Ｂシリンダに詰替え、払い出す。 

六ヶ所ウラン濃縮工場の施設の変更の概要  


